
京都府豊かな森を育てる府民税 事業評価シート 

府民税 

使途分野 

Ⅰ 森林の整備及び保全 

Ⅱ 森林資源の循環利用 

Ⅲ 森林の重要性の啓発 

事業名 Ⅴ 豊かな森を育てる府民税市町村交付金事業 

事業 

概要 

 

１ 目的   

地域の森林に関する課題に対し、市町村の創意工夫を凝らした取組により、効果的に森

林の整備や木材利用を促進する。 

 

２ 内容 

 市町村が地域の森林に関する課題に対し創意工夫して行う取組を交付金事業として支

援する。なお、交付金は、森林面積や人口などに応じて全市町村に配分する。 
 

（１）交付金配分の算定基準 

均等割(100 万円)＋納税義務者割(1/3)＋森林面積割(1/3)＋人口割(1/3) 
 

（２）交付金対象事業 

  府民税条例に係る３つ使途分野であって、新規又は拡充の事業を対象とする。既存補

助制度の適用が可能な事業や市町村において従来から行われてきた事業、国の森林環境

譲与税を活用して実施する事業と重複する内容の事業は対象としない。また、第２期

（R3-R7）においては、防災・減災を目的とした森林整備等の重点的な取組に努めること

としている。 

 
 

＜市町村別交付金配分額（R7）＞                   単位：千円 

 

３ 事業実績 

 

 

市町村名 配分額 市町村名 配分額 市町村名 配分額 

京都市 76,346 久御山町 1,705 京丹波町 5,860 

向日市 3,606 井手町 1,470 福知山市 11,804 

長岡京市 4,949 宇治田原町 2,160 舞鶴市 9,156 

大山崎町 1,801 笠置町 1,375 綾部市 6,997 

宇治市 9,726 和束町 2,005 宮津市 3,781 

城陽市 4,531 精華町 2,745 京丹後市 9,572 

八幡市 4,203 南山城村 1,903 伊根町 1,936 

京田辺市 4,544 亀岡市 7,629 与謝野町 3,280 

木津川市 5,172 南丹市 11,711 計 199,967 

事業区分 
市町村数 事業数 事業費（千円） 

R6 R7 R6 R7 R6 割合 R7 割合 

Ⅰ 森林の整備及び保全 19 20 32 32 118,535 61% 145,167 59% 

Ⅱ 森林資源の循環利用 12 15 16 16 59,025 30% 88,576 36% 

Ⅲ 森林の重要性の啓発 8 7 11 9 16,610 9% 12,692 5% 

計 39 42 59 57 194,171  246,434  
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事業写真（一部抜粋） 

Ⅰ森林の整備・保全の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道施設沿いの危険木の伐倒処理（京都市） 

 

放置竹林の伐採処理及び植栽（大山崎町） 

放置竹林の整備（向日市） 

府道沿いの危険木処理（長岡京市） 
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道路沿いの危険木の伐倒処理（八幡市） 

集落に隣接する放置された危険木の伐倒処理（亀岡市） 

集落に隣接する放置された里山林の整備（南丹市） 

治山施設の流末水路の整備（福知山市） 
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Ⅱ森林資源の循環利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木製備品の導入 宇治西小倉学園 

（宇治市） 

整備前 

ウッドデッキの整備 総合運動公園 

（城陽市） 

木製バーゴラの設置 田辺公園 

（京田辺市） 

木製遊具や家具の設置 市立保育園 

（木津川市） 

整備前 

ウッドデッキの整備 大正池グリーンパーク 

（井手町） 

木製案内板の設置 湯舟森林公園 

（和束町） 

木製フレームの設置 南山城保育園 

（南山城村） 

木製商品棚の設置 あやべ観光案内所 

（綾部市） 
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Ⅲ森林の重要性の啓発 

 

 

 

 

 

 

自己 

評価 

 

１ 各分野での成果（詳細は参考資料 「令和７年度府民税市町村交付金の実績」を参照） 

・各市町村において、地域の実情に応じた創意工夫により、森林の多面的機能の維持増

進に資する多様な取組が展開された。 

・「森林の整備及び保全」については、20 市町村で取組が行われ、既存制度では対応が

困難な里山林整備、道路沿いや集落周辺における危険木の伐採等、地域に密着した防

災・減災対策が重点的に実施されており、地域の安心・安全確保に一定の成果が見ら

れた。 

・「森林資源の循環利用」については、15 市町村で取組が行われ、保育施設や小学校な

どの公共施設での木製品の導入を中心として、地域材利用の拡大に寄与するととも

に、京都の木を身近に感じる地域の環境づくりに繋がった。 

・「森林の重要性の啓発」については、８市町村で取組が行われ、地域の子供達を対象と

した森林環境教育やボランティア活動支援等を通じて、森林の多様な機能の重要性に

ついて府民に伝える機会を創出することができた。 

 

２ 令和７年度の事業実績について 

・令和７年度は、基金の計画的な活用により事業費が増加した。（昨年度比 127%） 

・特に、防災・減災対策や木材利用の取組に重点的に充当された。 

 

森林環境教育の実施 丹波ひかり小学校他 

（京丹波町） 
森林環境教育の実施 下京区 

（京都市） 

丹波漆の PR 施策 

（福知山市） 

森林環境教育への活動経費補助 

（京丹後市） 

32



 

３ 今後の事業の方向性 

・本事業については令和８年度から、森林環境譲与税との役割分担を明確化するため、

使途を防災・減災対策及び木材利用の拡大に限定したところ。 

・市町村が実施する地域に密着したきめ細やかな取組と、府が実施する広域的な施策と

の両輪により、効果的な施策を推進していく。 

・また、府民税を財源に事業を行い、森林の多面的機能の維持・増進が図られているこ

とについて、より一層の理解が進むよう、府民税を活用していることについて、木製

品への表示や工事看板等への記載を徹底する。 

・あわせて、市町村における専門職員の不足や技術的課題を踏まえ、引き続き技術的助

言を実施するとともに、効果的な事業実施に向けてノウハウを共有することで、事業

執行体制の強化を図っていく。 

有識者

会議の

意見 

・引き続き役割分担を明確化して取り組まれたい。 
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（千円）

市町村名
主な事業内容

（凡例） ①：森林の整備・保全、②：森林資源の循環利用推進、③：森林の重要性の啓発
計

京都市 ①林道等の補修支援、②ウッドチェンジ推進事業、②市内産木材の利用推進　など 76,346

向日市 ①放置竹林対策 3,606

長岡京市 ①拡大竹林の整備、①危険木の処理 4,949

大山崎町 ①放置竹林対策 1,801

宇治市 ①危険木の処理、①森林施業路の整備、②府内産木材の利用推進 9,726

城陽市 ②府内産木材の利用推進 4,531

八幡市 ①林内路網の整備、補修、②危険木の処理 4,203

京田辺市 ②府内産木材の利用推進 4,544

木津川市 ①危険木の処理、②府内産木材の利用推進、③森林ボランティア支援 5,172

久御山町 ②府内産木材の利用推進 など 1,705

井手町 ②府内産木材の利用推進 1,470

宇治田原町 ①間伐の支援、②府内産木材の利用推進 2,160

笠置町 ①間伐の支援 1,375

和束町 ②府内産木材の利用推進 2,005

精華町 ①危険木の処理、③森林環境教育 2,745

南山城村 ②府内産木材の利用推進 1,903

亀岡市 ①林道の点検・補修、①里山林の整備、②薪ストーブ等購入支援 7,629

南丹市 ①里山林の整備、③緑の少年団への助成 など 11,711

京丹波町 ③森林環境教育 5,860

福知山市 ①治山施設の下流水路整備、②丹波くりの生産拡大 、③千年の森づくり事業 など 11,804

舞鶴市 ①林業機械等の整備支援、①治山施設の下流水路整備 など 9,156

綾部市 ①間伐材の出材支援、①森林GIS維持管理、②府内産木材の利用推進 6,997

宮津市 ①林道の改良、①放置竹林対策 3,781

京丹後市 ①里山林の整備、①危険木の処理、③森林環境教育等の支援 など 9,572

伊根町 ①林道の改良 1,936

与謝野町 ①林道の改良、①里山林の整備、②府内産木材の利用推進 3,280

199,967
※基金への積み立て額含む

令和７年度豊かな森を育てる府民税市町村交付金事業　実績一覧

計
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